介護給付費等の給付内容（居宅介護支援費）の再確認について（依頼）
１．今回送付する帳票

（１）居宅介護支援請求におけるサービス実施状況一覧表（事業所）（事業所確認用帳票）
（２）居宅介護支援請求における確認表（国保連合会向け回答用帳票）

２．照会の内容について

国保連合会より送付した「居宅介護支援請求におけるサービス実施状況一覧表（事業所）」において、「給付管理票情報」の項目に記載されているサービス事業所の支払決定が無い状況です。
３．内容の確認について
（１）貴事業所における給付管理票の請求（提出）について、誤りが無いかどうかを確認してください。
また、サービス事業所は正しく請求しているにもかかわらず、給付管理票におけるサービス事業所等の記載誤りをしていた場合においても、当帳票を送付しておりますので、確認してください。
（２）貴事業所における給付管理票の請求（提出）について、特に誤りが無い場合は、サービス事業所の請求が支払決定されておりませんので、該当のサービス事業所に確認してください。

※サービス事業所で支払決定されていない理由として主に考えられるもの

①サービス事業所の請求漏れによるもの

②サービス事業所は一度請求しているが、何らかの理由により返戻となり、その後再請求をしていないことによるもの

③サービス事業所は一度請求し、支払決定もしたが、保険者に過誤申立を行うことにより請求明細書が取り下げられている状態であるもの
④令和2年5月25日付け介護保険最新情報Vol.836「新型コロナウイルス感染症に係る介護サービス事業所の人員基準等の臨時的な取扱いについて（第11報）」の（問5）の「新型コロナウイルスにより、サービスの利用実績が存在しないが、居宅介護支援費を算定」したことによるもの

４．内容確認後の対応について

確認した内容については、「居宅介護支援請求における確認表」（国保連合会向け回答用帳票）に必要事項を記入のうえ、郵送により、期限までに国保連合会まで回答（返送）してくださるよう、よろしくお願いいたします。
５．介護給付費縦覧審査の流れ
（１）国保連合会は、該当する事業所へ縦覧審査に関する通知を送付します。
（処理月翌月の９日頃に送付します。）

（２）貴事業所は、国保連合会から送付された「居宅介護支援請求におけるサービス実施状況一覧表（事業所）」等の内容を確認し、「居宅介護支援請求における確認表」に回答を記入し、国保連合会へ郵送により回答（返送）します。
（処理月翌月の１１日～１７日の間の回答（返送）にご協力願います。）

（３）国保連合会は、貴事業所からの回答内容を確認します。
（処理月翌月の１２日～２６日の間に行います。）

※回答内容によっては、電話にて再問合せをさせていただきます。

（４）国保連合会は、貴事業所からの回答内容を確定し、その確定した内容を各保険者に通知します。

（処理月翌月末までに確定し伝送します。）
（５）貴事業所は、確認した内容により、次の対応をお願いいたします。
①内容を確認したところ、当月のサービスがあるにもかかわらず、サービス事業所において請求されていないこと（サービス事業所の請求漏れ等）が判明した場合は、貴事業所より、次月の請求時期にサービス事業所より再請求してもらうよう促してください。（貴事業所においては、再請求等の処理は必要ありません。）

②内容を確認したところ、サービス事業所は正しく請求しているが、貴事業所において、給付管理票におけるサービス事業所等の記載誤りをしていたことにより、サービス事業所に給付が行われていない場合は、貴事業所は次月の請求時期に「給付管理票の修正」を行ってください。（給付管理票の修正により再審査が行われ、サービス事業所に給付（支払）が行われることになります。）
③内容を確認したところ、貴事業所において、当月のサービスが全く無いにもかかわらず、誤って給付管理票等を請求していることが判明した場合は、次月の請求時期に「給付管理票の取消」処理を行ってください。（「給付管理票の取消」処理を行うことにより、貴事業所の給付管理票データ、サービス計画費データが削除（取下げ）されます。）
（６）貴事業所は、「給付管理票の取消」の処理を行った場合は、国保連合会の審査結果を確認します。

「給付管理票の取消」処理が正しく行われると、サービス計画費データが削除（取下げ）されますが、その内容は、国保連合会が送付する「介護給付費過誤決定通知書」により確認することができます。
（「介護給付費過誤決定通知書」は、「介護給付費支払決定額通知書」等に併せて送付されます。）

「給付管理票の取消」処理が正しく行われたことが確認できれば、一連の処理は終了です。
お問合せ先：介護保険課介護保険係
TEL 029-301-1567（直通）
別紙
居宅介護支援請求における確認表（令和　年　月提供分）
	
	
	
	
	
	事業所番号
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	〈郵送先〉
	
	
	
	事業所名称
	　

	〒310-0852　
	
	

	水戸市笠原町９７８－２６茨城県市町村会館内
	担当者名
	　

	　茨城県国民健康保険団体連合会　介護保険課宛
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	確認結果
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１．「居宅介護支援請求における確認表」の記入の仕方について

（１）「事業所番号」、「事業所名称」、「担当者名」、「連絡先電話番号」の各欄については、貴事業所の事業所番号等を記載してください。「証記載保険者番号」、「被保険者番号」の各欄については、「居宅介護支援請求におけるサービス実施状況一覧表（事業所）」に記載されている各項目について、転記してください。

（２）「確認結果」欄については、以下のとおり記載してください。

　　①当月のサービスがあるにもかかわらず、サービス事業所において請求されていないこと（サービス事業所の請求漏れ等）が判明した場合、確認結果に『１』と記載してください。
②サービス事業所は正しく請求しているが、貴事業所において、給付管理票におけるサービス事業所等の記載誤りをしていたことにより、サービス事業所に給付が行われていない場合、確認結果に『１』と記載してください。

③貴事業所において、当月のサービスが全く無いにもかかわらず、誤って給付管理票等を請求していることが判明した場合は、確認結果に『２』と記載してください。
④令和2年5月25日付け介護保険最新情報Vol.836「新型コロナウイルス感染症に係る介護サービス事業所の人員基準等の臨時的な取扱いについて（第11報）」の（問5）に基づき、「新型コロナウイルスにより、サービスの利用実績が存在しないが、居宅介護支援費を算定する」ために給付管理票を請求した場合には、確認結果に『５』と記載ください。
ただし、算定には「モニタリング等の必要なケアマネジメント業務を行い、給付管理票の作成など、請求にあたって必要な書類の整備を行って」いることが必要です。

２．貴事業所においては、当確認表を本会へ送付（回答）するとともに、内容確認の結果により以下の対応をしていただきたく、よろしくお願いいたします。

（１）内容を確認したところ、当月のサービスがあるにもかかわらず、サービス事業所において請求されていないこと（サービス事業所の請求漏れ等）が判明した場合は、貴事業所より、次月の請求時期にサービス事業所より再請求してもらうよう促してください。（貴事業所においては、再請求等の処理は必要ありません。）

（２）内容を確認したところ、サービス事業所は正しく請求しているが、貴事業所において、給付管理票におけるサービス事業所等の記載誤りをしていたことにより、サービス事業所に給付が行われていない場合は、貴事業所は次月の請求時期に「給付管理票の修正」を行ってください。（給付管理票の修正により再審査が行われ、サービス事業所に給付（支払）が行われることになります。）

（３）内容を確認したところ、貴事業所において、当月のサービスが全く無いにもかかわらず、誤って給付管理票等を請求していることが判明した場合は、次月の請求時期に「給付管理票の取消」処理を行ってください。（「給付管理票の取消」処理を行うことにより、貴事業所の給付管理票データ、サービス計画費データが削除（取下げ）されます。）
